
を京都大学招轄外国人学者

要

口平成7年度

。職員の異動として，中野仁一事務主任が転出，田中進事務主任が着任した(平成 7年 4月l

日)。能崎不二夫事務掛長が転出，田中進事務主任が掛長に昇任，長谷川勉事務主任が着任し

た(平成 8年 4月 1日)。原田英司教授(所長)が停年により退官した(平成8年 3月31日)。

石田英貫教授(併任)が所長に着任した(平成8年 4月1日)。

~ A. M. EI-Bossery助講師 (TantaUniversity， Tanta， Egypt) 

として受け入れた(平成8年 2月26日)。

。ファクシミリ機および電話機を交換した。

。一般設備費によりプログラム制御恒温槽を導入設置した。

概1. 

習

口平成7年度

例年の通り，京都大学理学部をはじめ諸大学の臨海実習が下記の通り実施された(大学・実習

科目・実習期間・受講学生数)。

京都大学理学部生物系臨海実習 I

京都大学理学部生物系臨海実習 I

京都大学理学部生物系臨海実習 11.

京都大学理学部生物系臨海実習m.
京都大学理学部生物系臨海実習 IV

京都大学理学部地球物理学科課題演習 DII

京都大学総合人間学部海洋生物学臨海実習

京都大学大学院人間環境学研究科海洋化学実習

京都大学理学部瀬戸臨海実験所公開臨海実習

和歌山大学教育学部生物学臨海実習

奈良教育大学教育学部野外実習 A-II

大阪千代田短期大学生物学臨海実習

岐阜大学教育学部生物学臨海実習

和歌山大学教育学部生物学臨海実習

大阪市立大学理学部生物学臨海実習

滋賀大学教育学部生物学臨海実習

大阪大学理学部生物学臨海実習

大阪教育大学教育学部生物学臨海実習

広島女学院大学生活科学科臨海実習

京都教育大学教育学部生物学臨海実習

鳴門教育大学生物学臨海実習

金沢大学理学部生態学野外実習

広島女学院大学生活科学科春季臨海実習

金沢大学理学部地学科野外実習
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3.17-3.22 

7.22-7.29 

11.24 -11.25 

2.20-2.23 

8.17-8.20 

9.22-9.28 

4.16-4.20 

5.12-5.16 

5.18-5.20 

5.29-6.3 

6.12-6.16 

7.6ー7.12

7.13-7.17 

7.27-8.1 

8.6-8.11 

8.17-8.20 

8.21-8.27 

9.7-9.10 

10.23 -10.26 

3.7-3.10 

3.14-3.16 

実海臨2. 



*前年度末に実施

(計) 京都大学 8件 延 410人・日

公開臨海実習 1件 延 102人・日

他大学 国立 11件 延 1101人・日

公立 l件 延 154人・目

私立 3件 延 209人・日

(総計) 24件 延 1976人・日

0公開臨海実習は「無脊椎動物系統分類学」と題して学部学生を対象に実施し，九州大学・三

重大学・東京大学・東京工業大学・東北大学・信州大学・新潟大学・弘前大学からの学生 15

名が受講した。

3. 研究会・来訪研究者

下記の研究会が開催された。

o I第 14回瀬戸海洋生物学セミナーj

話題提供:Anson H. Hines (Smithsonian Environmental Research Center)， " Predator-

prey ecology of blue crabs in Chesapeake Bay， U.S.A" 1995年 7月 14日

来訪研究者は次の通りであった。

0平成7年度(1995年 4月1日-1996年 3月31日)

学内 29名 243日

他国立大学

公立大学

市立大学

国立研究所・博物館

公立研究所・博物館

国内その他

国外

合計

(内外国人

氏名 (所 属)

阿部直哉(大阪国際女子短期大)

阿部 智(京都大理)

足立尚子(奈良女子大理)

相沢直宏(京都大人間環境)

安藤雅孝(京都大防災研)

鯵坂哲郎(京都大農)

坂東武治(京都大農)

Brian， W. D. (Univ. Hong Kong) 

59名

19名

7名

O名

5名

26名

5名

150名

6名

氏名

336日

156日

35日

0日

15日

85日

29日

899日

31日)

(所 属)

団 まりな(大阪市大理)
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演谷 厳(岸和田)

長谷部徳子(金沢大理)

橋田雄大(広島大)

林 香織(京都大人間環境)

林 高司(鳴門教育大)

東村隆子(奈良教育大教育)

Hines， A. H. (Smithsonion Environ.) 


